
商工会は会員皆様の相談かかりです。 お気軽にご相談ください。 
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村
上
市
羽
ケ
榎
１
０
４
―
４
４ 

 

《
村
上
税
務
署
か
ら
の
ご
案
内
》 

-

年
末
調
整
説
明
会
の
開
催
に
つ
い
て- 

 

給
与
所
得
者
に
係
る
年
末
調
整
説
明
会
が
開
催
さ
れ
ま

す
の
で
、ご
出
席
く
だ
さ
る
よ
う
ご
案
内
申
し
上
げ
ま
す
。 

詳
し
く
は
、税
務
署
か
ら
の
ご
案
内
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

 

◆
日 

時 

11
月
22
日
（
火
） 

午
後
１
時
半
～
３
時
半 

◆
会 

場 

村
上
市
民
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー 

 

-

年
末
調
整
の
添
付
書
類
に
つ
い
て- 

 

国
民
年
金
保
険
料
を
納
付
さ
れ
た
国
民
年
金
の
被
保
険

者
ご
本
人
宛
に
、
社
会
保
険
庁
よ
り
「社
会
保
険
料
（国
民

年
金
保
険
料
）控
除
証
明
書
」が
11
月
上
旬
に
送
付
さ
れ

ま
す
。 

生
命
保
険
料
、
損
害
保
険
料
、
地
震
保
険
料
等
の
控
除

証
明
書
は
確
定
申
告
の
際
に
添
付
書
類
と
し
て
必
要
に
な

り
ま
す
の
で
、
大
切
に
保
管
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

-

村
上
法
人
会
荒
川
支
部 

Ａ
Ｅ
Ｄ
講
習
会 

の
ご
案
内 

 

◆
日 

時  

11
月
15
日
（
火
） 

会
午
後
２
時
～
午
後
５
時 

◆
会
会
場   

荒
川
商
工
会
館 

２
階 

◆
内
内
容  

Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自
動
対
外
式
除
細
動
器
）
の
操
作 

 
 
 
 
 
 

心
肺
蘇
生
法
に
よ
る
応
急
手
当 

◆
対
象
者  

法
人
会
荒
川
支
部
会
員
・
そ
の
他
一
般
の
方
々 

◆
講
会
師  

村
上
市
消
防
署
荒
川
分
署 

救
命
士 

  

＊
講
習
会
終
了
後
、
参
加
者
全
員
に
修
了
証
が
付
与
さ
れ

ま
す
。
一
般
の
方
々
も
対
象
と
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ

ご
参
加
く
だ
さ
い
。
申
込
に
つ
い
て
は
、
担
当
ま
で
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。 

 
 
 
 
 
 
 
 

（
担
当 

鈴
木
・
遠
山
） 

NO.367 

☆
き
ら
き
ら
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
２
０
１
６
☆ 

開 

催 

御 

礼 
 

10
月
30
日
（
日
）、
当
会
青
年
部
主
催
の
イ
ベ
ン
ト
「
き

ら
き
ら
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
２
０
１
６
・
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
ナ
イ
ト
」

を
Ｊ
Ｒ
坂
町
駅
前
通
り
に
て
開
催
い
た
し
ま
し
た
。 

第
６
回
目
と
な
る
今
回
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
は
晴
天
に
恵

ま
れ
、
近
隣
地
域
と
地
元
出
店
者
の
協
力
の
下
、
４
時
に
イ
ベ

ン
ト
が
ス
タ
ー
ト
。
地
元
の
子
供
た
ち
の
躍
動
感
あ
ふ
れ
る
ダ

ン
ス
、
ヒ
ッ
プ
ホ
ッ
プ
に
続
き
、
地
元
の
小
学
３
年
生
が
地
域

の
Ｐ
Ｒ
を
短
冊
に
込
め
、
記
念
の
モ
ミ
の
木
に
飾
り
付
け
を
施

し
、
読
み
上
げ
た
後
、
参
加
者
の
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
の
か
け
声

と
、
ク
ラ
ッ
カ
ー
の
音
に
合
わ
せ
た
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
点
灯

式
を
挙
行
し
、
坂
町
駅
駅
舎
と
駅
前
通
り
の
街
路
樹
が
華
や
か

に
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
ま
し
た
。 

今
回
は
じ
め
て
行
い
ま
し
た
足
湯
で
身
も
心
も
会
場
も
温

ま
り
、
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
の
仮
装
を
す
る
子
供
た
ち
で
賑
や
か
さ
が

増
し
、
と
て
も
楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
に
な
り
ま
し
た
。 

来
場
者
は
鮭
汁
や
甘
酒
、
つ
き
た
て
の
お
餅
の
振
る
舞
い
や

初
登
場
の
ち
ゃ
ん
ち
ゃ
ん
焼
き
に
舌
鼓
を
打
ち
、
マ
ン
ダ
ム
ズ

の
ラ
イ
ブ
を
堪
能
さ
れ
た
様
子
で
し
た
。
村
上
の
南
の
玄
関
口

は
一
気
に
ヒ
ー
ト
ア
ッ
プ
し
ま
し
た
。 

多
数
の
会
員
の
皆
様
、
ま
た
駅
前
地
区
の
住
民
の
方
々
の
ご

協
力
を
い
た
だ
き
、
大
盛
況
の
内
に
終
了
す
る
事
が
で
き
ま
し

た
。
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

こ
の
駅
前
通
り
の
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
は
、
来
年
１
月
15

日
（
日
）
ま
で
午
後
４
時
頃
～
午
前
０
時
の
間
、
冬
の
街
並
み

を
照
ら
し
ま
す
。
お
近
く
に
お
越
し
の
際
は
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ

さ
い
。 

 

村
上
市
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
に
つ
い
て 

 

使
用
期
限
が
残
り
一
か
月
と
な
り
ま
し
た
。
期
限
を
過
ぎ
ま

す
と
使
用
で
き
ま
せ
ん
し
換
金
も
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
ご
注
意

く
だ
さ
い
。 

 

◎
使
用
期
限 

11
月
30
日
（
水
）
ま
で 

 

◎
換
金
期
限 

12
月
15
日
（
木
）
ま
で 

 

＝
☆ 

商
工
貯
蓄
共
済
加
入
の
お
薦
め 

☆
＝ 

安
心
と
充
実
の
商
工
貯
蓄
共
済
で 

◎
大
き
く
た
め
る 

一
口
2,000
円
で
、
大
部
分
は
積
立
定
期
と
し
て
貯
蓄
さ
れ
ま
す
。 

◎
万
一
に
備
え
る 

万
一
の
生
命
事
故
に
備
え
て
安
い
共
済
料
で
大
き
な
保
証
が

う
け
ら
れ
ま
す
。 

◎
賢
く
借
り
る 

加
入
申
込
か
ら
６
ヶ
月
積
み
立
て
る
と
融
資
を
申
し
込
む
資

格
が
得
ら
れ
ま
す
。 

お
問
い
合
わ
せ
は
、
荒
川
商
工
会 

☎
６
２
―
３
０
４
９
へ 

 -

持
続
化
補
助
金
公
募
開
始
（
予
定
）
に
つ
い
て- 

  

～
平
成
27
年
度
二
次
補
正
予
算
～ 

販
路
開
拓
に
取
組
む
事
業
に
つ
い
て
最
大
50
万
円
（
補
助

率
2／3
）
が
支
給
さ
れ
る
、「
小
規
模
事
業
者
持
続
化
補
助
金
」

の
公
募
が
開
始
さ
れ
る
予
定
で
す
。 

 

採
択
に
は
事
業
計
画
が
重
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
経
営
計
画

策
定
セ
ミ
ナ
ー
（
別
紙 

新
潟
県
商
工
会
連
合
会
の
チ
ラ
シ
）

の
受
講
を
お
す
す
め
し
ま
す
。 

  

経
営
計
画
策
定
、
小
規
模
事
業
者
持
続
化
補
助
金
の
詳
細
に

つ
い
て
は
、
商
工
会
事
務
局
へ
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。 

 -

無
料
法
律
相
談
の
ご
案
内-- 

■
県
商
工
会
館 

新
潟
市
中
央
区
新
光
町
７
‐
２ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

☎
０
２
５
―
２
８
３
―
１
３
１
１ 

 

８
日
（
火
） 

15
日
（
火
） 

22
日
（
火
） 

29
日
（
火
） 

 -

商
工
会
関
係
行
事—

 

 

11
月  

11
日
～
14
日 

工
業
部
会
海
外
視
察
研
修 

 
 

   

15
日 

 

村
上
法
人
会
荒
川
支
部
Ａ
Ｅ
Ｄ
講
習
会 

16
日 

 

正
副
会
長
会
議
・
理
事
会 

商
工
貯
蓄
共
済
推
進
委
員
会 

商
工
産
業
祭
反
省
会
（
商
工
会
館
） 

懇
親
会
（
割
烹 

か
ね
ま
） 

＊
＊
商
工
産
業
祭
の
御
礼
＊
＊ 

 

去
る
10
月
16
日
（
日
）
に
開
催
い
た
し
ま
し
た
「
荒
川

商
工
産
業
祭
」
に
つ
き
ま
し
て
、
多
く
の
会
員
の
皆
様
に
ご

協
力
を
い
た
だ
き
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 

秋
晴
れ
の
澄
み
切
っ
た
青
空
の
下
、
威
勢
よ
く
”
も
ち
ま

き
“
が
行
わ
れ
、
ま
た
、
ア
リ
ー
ナ
内
ス
テ
ー
ジ
で
は
地
元

の
小
中
学
生
に
よ
る
演
奏
や
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
に
感
動
の

拍
手
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
参
加
し
た
児
童
、
生
徒
さ
ん
か

ら
は
「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」
と
お
礼
の
言
葉
を
当
会

に
頂
き
、
良
い
思
い
出
作
り
の
一
助
に
な
っ
た
事
と
思
い
ま

す
。 物

販
ブ
ー
ス
で
は
、
地
元
の
特
産
品
や
限
定
品
の
提
供
も

行
わ
れ
、
抽
選
会
場
で
は
玉
の
色
に
期
待
を
込
め
て
の
ガ
ラ

ポ
ン
に
盛
り
上
が
り
、
皆
様
に
笑
顔
を
届
け
る
こ
と
が
で

き
、
無
事
終
了
で
き
ま
し
た
こ
と
に
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。 

 

来
年
以
降
も
地
域
の
皆
様
か
ら
愛
さ
れ
支
持
さ
れ
る
「
商

工
産
業
祭
」
と
な
る
よ
う
、
研
鑽
し
て
参
り
ま
す
の
で
、
今

後
と
も
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。 

（
商
工
会
役
職
員
一
同
）   

  

 


